


学校における食育の推進のためには、児童生徒が食について計画的に学ぶことができるよう、各学校において食に関する指導に係る全体計画の作成が必要です。

　作成の際には、校長のリーダーシップのもと関係教職員が連携・協力しながら、栄養教諭等が中心となって組織的な取組みを進めることが大切です。

学校給食法（平成20年６月改正）では、全体計画の作成について、次のように示しています。



　






　これらの目標の達成に向けて、給食の時間や各教科等において食に関する指導を進めることが重要です。
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学習指導要領

食育基本法
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各学年の食に関する指導の目標

　　　　　　　　　　　　　　　　

食　に　関　す　る　指　導　の　目　標

　①   食事の重要性

　②　心身の健康

　③　食品を選択する能力

　④　感謝の心

　⑤　社会性

　⑥　食文化



低

低　学　年 中　学　年 高　学　年

学年ごとの指導の目標

を設定する。

学校全体の食に関する

指導の目標を設定する。

　

　給食の時間における食に関する指導の内容等を

年間を通しての一覧表として整理する。

　

　学年ごとに各教科、特別活動、総合的な学習の時間等

における食に関する指導内容等を抽出し、年間の一覧表

として整理する。

　保護者や地域との連携の在り方等について示

す。

　地場産物の活用の在り方について示す。

　個別相談指導の在り方について示す。

①各教科等における指導内容を抽出する。

②抽出した内容を整理・調整する。

③各教科等での指導内容を年間の一覧表にまとめ

る。
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全体計画作成の必要性





　学校給食を活用した食に関する指導


第十条　栄養教諭は、児童又は生徒が健全な食生活を自ら営むことができる知識及び態度を養うため、学校給食において摂取する食品と健康の保持増進との関連性についての指導、食に関して特別の配慮を必要とする児童又は生徒に対する個別的な指導その他の学校給食を活用した食に関する実践的な指導を行うものとする。この場合において、校長は、当該指導が効果的に行われるよう、学校給食と関連付けつつ当該義務教育諸学校における食に関する指導の全体的な計画を作成することその他の必要な措置を講ずるものとする。








１．食に関する指導の全体計画





食に関する指導の目標





全体計画に掲げる内容例





児童生徒が正しい知識に基づいて自ら判断し、実践していく能力などを身に付けさせるために、「中央教育審議会　初等中等教育分科会教育課程部会　健やかな体をはぐくむ教育の在り方に関する専門部会の審議の状況」（平成17年7月27日）を踏まえ、次のような食に関する指導の目標が設定されました。





全体計画の作成や、指導を進める際の留意点





①　学校全体の食に関する指導の目標　


学年ごとの食に関する指導の目標


（学年ごとが望ましいが、低学年・中学年・高学年ごとの設定も考えられる。）　


③　給食の時間における食に関する指導内容等の年間一覧表


④　学年ごとに各教科、特別活動、総合的な学習の時間等における食に関する内容を抽出し、それらの年間一覧表


⑤　個別的な相談指導の在り方


⑥　地場産物の活用の在り方


⑦　保護者や地域との連携の在り方、隣接する学校園との接続　等





①　全教職員が継続的かつ体系的な食に関する指導の必要性や考え方を理解すること。


②　校内に「食に関する指導」の推進体制を整備すること。


③　栄養教諭が高い専門性を生かして積極的に参画すること。


④　児童生徒の食生活の状況や実態について適切に把握すること。


⑤　隣接する学校（園）との連携を図ること。


給食献立計画との関連付けを積極的に図ること。


保護者や地域との連携・協力体制をつくること。


総合的な学習の時間を十分に活用すること。








食に関する指導の目標について





支援学校における全体計画作成の留意点





　


○食事の重要性、食事の喜び、楽しさを理解する。　【食事の重要性】


○心身の成長や健康の保持増進の上で望ましい栄養や食事のとり方を理解し、自ら管理していく能力を身に付ける。　【心身の健康】


○正しい知識・情報に基づいて、食物の品質及び安全性等について自ら判断できる能力を身に付ける。　【食品を選択する能力】


○食物を大事にし、食物の生産等にかかわる人々へ感謝する心をもつ。　【感謝の心】


○食事のマナーや食事を通じた人間関係形成能力を身に付ける。　【社会性】


○各地域の産物、食文化や食にかかわる歴史等を理解し、尊重する心をもつ。【食文化】











■支援学校における食に関する指導の全体計画作成にあたっては、小学校、中学校に準ずるとともに、児童生徒の障がいの状態や特性を十分考慮し、自立活動等の指導の目標及び内容を踏まえて作成します。


■指導を進める際には「個別の指導計画」を活かし、個に応じた指導を展開することが望まれます。



































